
発行：被災者支援ボランティアセンターなごや   

〒462-8558 名古屋市北区清水４-１７-１ 5 階 

名古屋市社会福祉協議会 ボランティアセンター内 
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    令和６年１１月２５日発行 （第 1５２号）       
本お知らせは、名古屋市に避難されてきた方に役立つ情報をお伝えするため、 

隔月 25 日に発行しています。みなさんのご意見･ご感想をお待ちしています。 

   

 

   

 
 

 
 
 

 
   

    

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者支援ボランティアセンターなごや

名古屋って、あったかくて  

いいまちだなぁ。 

まもなく１２月です。１２月といえば、クリスマス、正月準備、大晦日などの行事もあり、何かと気
忙しくなるものです。疲れの上に寒さ（体の冷え）や空気の乾燥などが重なると、免疫力や体力の低
下から体調を崩しやすくなります。 
年末年始を笑顔で過ごすためにも、休養の他、保温や加湿などにもお気をつけくださいね。 

 

「革工芸の会」 
 
革細工(レザークラフト)をボランティアさんに教えてもらいながら行います。現在参加者がなく一時休止中

です。いつでも再開可能ですので、ご興味ある方はぜひご連絡ください！ 
 
会場：名古屋市総合福祉会館６階 録音編集室 

 （北区清水四丁目 17-1 北区役所内）  
持ち物：はさみ(よく切れるもの)､あればラジオペンチ 

材料費：1回５００円～(実費相当) 



 

 

 

◎ 9月 26日（木） 港区の高齢者サロンにて 

  高齢者サロンでの勉強会にお声がけいただき、A さんから岩手県での被災体験について語っ

ていただきました。 

  当日は 25名の方にご参加いただき、発災から今までの自身の生活状況や次の災害に備えて

今から準備していることについて丁寧にお話しいただきました。 

   

◎10月 20日（日） 南区の認知症カフェにて 

  発災直後から名古屋に避難してくるまでの経緯・体験を福島県から避難されている B さんに

ご報告いただきました。また、名古屋に避難してきてから取り組まれている活動、次に起こる災

害に向けて準備している事についてもお話しいただきました。 

 

◎11月 19日（火） 西区の高齢者サロンにて 

  高齢者サロンでの勉強会にお声がけいただき、A さんから岩手県での被災体験について語っ

ていただきました。 

  当日は 14 名の方にご参加いただき、発災当時の状況や避難所生活で体験したことについて

丁寧にお話しいただきました。 

 

来年以降も月に 1.2 回程度のペースで依頼が入っております。語り部活動にご協力いただけ

る方からのご連絡お待ちしております！お気軽にお問い合わせください♪ 
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